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陣

陸産貝類（かたつむり）研修会

5月29日教育館にて

講師中根吉夫氏

報告：尾張支部大谷敏和

当日参加者は､名古屋支部9名、尾張

支部9名、知多支部2名、奥三河、東三

河、西三河支部各1名、一般1名の合計

24名の参加があった。協議会研修会で

20名を超えるとスタッフー同活動の盛

り上がりにホッとするものであるが、そ

れ以上に各支部から1名以上の参加があ

ったことはとても意義深い。県内各地か

らカタツムリ・ダンゴムシのサンプルが

集まってくるのではないか、という期待

がもてる。陸貝は移動速度が遅く、様々

な環境を自由に移動できないので、環境

が隔離されると地域格差がでるという。

のない生き物であることから、研究者がラ

が隔離されると地域格差がでるという。しかし、カタツムリは人間にとって影響

のない生き物であることから、研究者が非常に少ないと言う。それだけに県内に

多数在住する協議会会員の協力のもとに行う調査結果は楽しみである。

夜行性で気温15℃以上-'一分な水分という条件が整うと活動し始める。広葉

樹の古木や落ち葉・朽ち木・倒木の下を探せば簡単に見つかる。標本にするには

水のなかにつけ､死んだら熱湯につけ堅くすると中身をピンセットで抜き取りや

すくなるという。抜くとき回転しな

がらゆっくり抜かないと途中で切れ

てしまうので要注意。採集したサン

プルは「日付」「場所」を書き、フイ

ルムケースに入れて佐藤さん宛に送

付。農薬、乾燥化、河川の三面張な

ど画一的な環境変化によって激減し

た種類の報告があった。

、 「
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研修会報告

● ●

＜2005/5/29の研修テキスト＞

陸産貝類(かたつむり)について

中根吉夫

梅雨時になるとカタツムリの姿がよく見られる。濡れた塀や生垣の枝をゆっくり

這っていたりするが、乾燥しているときや昼間はじっとしていてなかなか這う姿は

観察できない。

それは、カタツムリが湿気や水分を好み、夜行性であるからである。

いうまでもなく、カタツムリは貝で､水中生活をすべく進化した貝の仲間である。

柔らかい体(軟体)を保護するために硬い殻が発達した。ところが貝殻を持つ「貝」に

も二つのグループがある。一つはハマグリ・アサリ・シジミのように体全体を二枚

の殼でおおっている仲間である(二枚貝)。もう一つは巻いた殻の中に内臓を収め、頭

や足は外にだして水中を這い回る仲間(巻貝)で、カタツムリは巻貝に属している。

貝類はしたたかで住めそうな所へはどこへでも住もうとする。海で生まれた貝は

やがて淡水に、その中の一部の貝は水から離れ陸上へ進出した。それは巻貝の仲間

だけであった。

そのわけは貝も動物でなにか食物を食べなくてはならない。二枚貝は水中のプラ

ンクトンを吸い込んで食べる方式をとっているから水中でしか住めない。一方巻貝

は、貝殻を背負ったまま腹足で移動して藻類などをおろし金のような形をした舌(歯

舌)をもっていて、表面を削りとって食べる。そのため陸上に進出ができたようであ

る。このように陸上に進出した巻貝の代表がカタツムリである。

頭と目は体の前方に、歩くための足(腹足)は体の後方に伸びている。頭には触角

があり目もある。ところが大切な内臓を背中の殻のなかにしまいこんでしまったか

ら糞の出口(肛門)は目の近くに腸を曲げてもってきた｡本来は水中でのえら呼吸であ

ったが空気呼吸に変えるため、頭の右側に呼吸口とその奥につながる袋をつくり、

そこに細かい血管を張り巡らせて肺の役目をするものをもっている。

ー E、
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霞蕊蕊篝参無溌識報雀

←陸上生活をするカタツムリにとって一番恐ろしいのは体の乾燥防止である。そ赤
ためか粘液をだし保護すると同時に､昼間や乾燥しているときは軟体を殻のなかに
閉じこめ殼口に粘液の幕を張りじっとしている。のんびりじっとしているカタツム

リにも苦労があるようである。一般のカタツムリは雌雄同体で卵生である。冬は殼

口に幕を張り落葉やがれきのなかの湿った所で冬眠をする。気温が15℃前後なり、

雨などで水分が-|一分与えられると冬眠からさめ活動を始めるようである。

普通殻を持つがナメクジのように殻を持たない仲間もある。殻を持つものは成貝
では殼口の部分が厚くなり外へ反曲するが幼貝にはこの特徴がない。
このような文化を持つカタツムリは日本に約800種､愛知県には約150種が生息

していると考えられているが研究者により多少異なっている。
調査はカタツムリの文化を参考に、広葉樹の古木が多い湿気が確保されている所
で、落葉の中、朽ちた倒木周辺、古木の洞、岩塊の隙間やれき士の中などを観察す
るとよい。その大きさは殼径1mm～60mmほどで丁寧に調査しないと見落として

しまうことが多い。そのため微小貝などは落葉ごと明るい場所に運んで観察すると

よい。この地方で身近な所に生息する殼径30mmほどの右巻きの貝はヒラマイマイ

(イセノナミマイマイ)で、畑や草叢に生息している殼径10～20mmほどの薄い殻を
もっているのはウスカワマイマイである。

調査でとくに注意したいことは、採取した生貝を他地区に逃がさないように注意

したいことである。その理由は、この仲間は移動能力が極端に弱く、各地で分離進
化が進み、各地に特有な種や地方型を生みだしているからである。
分類には特別な指標があるわけではない。DNA検査をすれば科学的で確実性が

高いが普通では困難である。一般では、成貝の設の大きさと形、模様や色、生殖器
の形態、殼口の形態や蓋の有無などを総合して判断している。キセルガイ科では殻
の内部にあるプリカの数や形態などが参考になる。そのため豊富な経験の積み重ね
が必要である。

経験豊富な人に同定してもらいそれをみて習熟することが分類の手っ取り早い方
法と思う。

量謝ワマイ零イ ク瞳勢灘零篭勤

● ‐令
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全国里地里山大会in愛知県美浜町報告

平成17年5月14～15日

知多支部竹内秀代
2日目

体育館東の「水蝿菫敷」前から町民の森メイン会

場目指した参力暗100人ほどを8つの班に分け出

発b当日は、里山大会参加者だけでなく、名鉄ハイ

キングも同時開催されたり地元の当日参加者もいた

りと大変にぎやかだった。目的地のメイン会場広場

には周りがテントで囲まれ、地元JAの草もち・竹

筒ようかん・キノコ汁・古代米おにぎり等、美浜の

里山の味を味わえるだけでなく、竹炭、ガーデニン

グ、木の実やつるのクラフトが体験できるコーナー

もあった。メインはジョン・ギャスライトのショー

トトークのあと､一緒に里山体験という企画だった。

ギャスライトは自らが日本に来るきっかけは海を渡

ってカナダに流れ着いたゲタであること。履き物ば

かりでなく木を様々に利用して生活してきた日本の

文化はすばらしいこと。木や里山と関わって活動す

る中で、木は心をいやしてくれることに気づいたこ

となどをユーモアやアクションたつぶりに話した。

その後、班ごとに自然観察をした。その中で自分の

気に入った木を見つけること。あとで木の名札を作

り、思い思いのメッセージを書いて木にぶら下げて

残すということもした。観察会は短時間で|亡しかっ

たが、途中ギヤスライトが参加者に声をかけるなど

して、にぎやかなイベントとなった。もちろんあと

で記念写真も一緒に撮った。

1日目

美浜体育館のフロアーには、町内の里山に関わっ

て活動する団体やグリーンツーリズムなどに関する

活動状況がパネルや模型、パンフレットを使って工

夫して報告されていた。

午後からは、満員の会場の中、開会セレモニーの

あとCWニコル氏の「森のまんだら」という講演が

あった。自らの生い立ちから話は始まった。なぜ日

本に来たのか、日本に永住することになるまでの経

過の中にニコル氏の里山に対する考えや思いが感じ

られた。彼の育ったイギリス●ウェールズ地方は森

林がほとんどないところだった。戦争のために切り

出されたのだった。さらに大気汚染．水費弓濁など

イギリスの自然環境は、今から50年ほど前はひど

いものだった。しかし、現在は国を挙げて木を植え

るなど努力の結果､確実に調木がよみがえりつつあ

る。日本も、森林や里山の破壊が全国各地で起こっ

ているが、みんなで木を植えれば必す森林は再現で

きる。自分も長野県の妙高で、伐採されてしまった

原生林のあとを買い取り、木を植え再生を試みてい

るが年々木は生長し、森に近づいている。過去から

学び、里山を再生する努力をしていこう。といった

話だった。身振り手振りを交え、時には冗談を飛ば

しながらの話は予定時間をオーバーするほど熱の入

ったものだった。

ほかに、日本の里地里山保全活動コンテストで受

賞を受けた、｛布土地区里山クラブの活動」と、昔か

らの里山利用の点から鴫の山での活動」について

活動紹介があった。

2日間を通して、身近な里山には見方や関わり方

を考えればだれにとっても魅力がいっぱい詰まって

いること。そして、その魅力を発見し活用し始めて
いる美浜町はこのごろ元気があるようだと感じた。

一
］●

－5－



観惑識卿水禰“巍巍夢
●

r可

L｣

葉序光を効率よく受ける植物の知恵 尾張支部高谷昌志

庄司

LJ

1．十字対生

ご存知の通り、一節ごとに葉(芽)が90度ずれて上下の葉が重ならない仕組みで

す。シソ科の茎が四角いことを触って確かめさせると結構受けます。

2.三輪生

キョウチクトウが観察ポイント。葉は120度で三方向に出ていますが、一節ご

とに60度ずれていますね。これは参加者に｢発見｣させるようにしましょう。
3．互生

茎の回りをらせん状に芽が出ています。らせんの様子をよく見ると2周して5つ

目や3周して8つ目、5周して13などに元の向きに戻る「法則」があることを確

認しましょう。

冬芽は観察しやすいのですが、葉があると斜めの枝では上向きにねじれて分かり

にくくなります。夏季は垂直のセイタカアワダチソウやタコサゴユリなどの草本

で観察します。キャベツなどの野菜も3/8の葉序であることを説明するとさらに
興味がわくようです。

3－2．上級コース

らせん葉序の法則の解明です。2/5，3/8，5/13らせんのそれぞれの芽の角度は

144度、135度、138．46度であることは計算すれば、すぐ分かります。この角度は

らせん生においてもっとも効率のよい黄金角137.5度の近似なのです。

137.5度とは変な数字ですが、これは円360度を黄金比(1:1.618)で分割した

角度です。この黄金角でらせん生を続けると、一つの芽から見ると前(次)芽とは

137.5度、前々(次々)芽とは逆回りで85度、前々々(次々々)芽は52．5度離れるこ

とになります。つまり垂直方向に近い芽ほど水平方向に離れる仕組みなのです。
137.5/85と85/52.5も黄金比になることが「黄金」たる所以です。

芽は黄金角をめざして出るわけではなく、前芽や前々芽から離れた密度の低い位
置を選んだ結果、必然的に黄金角になるのです。

3－3．マニアックコース

1,1,2,3,5,8,13,21,34…と直前の二つの数を足していった数列をフイボナッチ数

列と言います。らせん葉序においてはフイボナッチ数しか現れません。松かさや

ヒマワリのタネの配列は左右数列の複合らせんになっていますが、松かさは大抵

5列と8列、ヒマワリは13列と21列、21列と34列などやはりフイボナッチです。
これはフイボナッチ数列が基本的に黄金比{(1-1･,/~5)/2}の等比数列であるからに

他なりません。当然、黄金比を分数で表そうとすると3/2，5/3，8/5，13/8，－が

近似値になります。円を黄金比で分割し続けると、3つ目毎、5つ目毎、8毎、13
毎に元に近い位置に戻りフイボナッチ数が現れるのです。なお、松かさやヒマワ

リも本来一重らせんで鱗片やタネは黄金角で出ているのですが、らせんの巻きが
非常に密なのです。

説明不足ですが参考になれば幸いです。室内で観察会をすることがあったら、開
いていない松かさやパイナップルなどで複合らせんの列を数えることもネタにな
りますよ。（季節を問わずいつでも使える便利なネタです｡）

－6－
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名前でいこうか？芒れとも？

東三河支部戦野紀子

自然観察で生きものを覚えよう、

と言うときには、名前を教えること

の意義について何かと話題になる

ことがあります。名を知ることの大

切さがあることを言われる方、大切

なのは名前ではなくて、自然の生き

ものについて感じることだと言わ

れる方それぞれ見えることでしょ

う。

私自身は、名前を知ることは大切

なことだ、と考えています。それは、

単に「○△○」、という機械的な記

憶で知るのではなく、その名前を言

われる由来、その生きものの特徴と

生活の有様、他の生きもの（特に類

似種）との違いなどを知る扉になる

ためであるから、と考えています。

でもでも・・・小さな子どもたち

を相手にするとき、複雑な言い回し

の名前は、却って生きものに親しむ

ためには困難になってしまうかも

しれない、と息子との散歩で思いま

した。小さな子どもたちはまず草花

を摘んだり、虫に触れたり、泥あそ

びしたりするところから始めるよ

うです。そんな楽しみを何より優先

させたい、と思いました。

ヒノキの実の形をサッカーボー

ルにみたてて頃がして遊んだり、テ

イカカズラのツルをぶらんぶらん

させてみたり・・・等々就園前の散

歩ではそんな遊びを沢山しました

よ。

庭に生えてきたマルバグミ

今年の春、大人である私は、近所

にあった謎のグミの仲間を調べる

機会を持ちました。図鑑を開いて調

べた結果、マルバグミであることが

判明。その後、このグミは豊橋～渥

美の至る所で多く生息しているこ

とが分かり、類似のグ

ミ科の仲間との違いも明確に見て

判るようになってきました。名前を

識ったことで、新たな世界への道の

りがまた一つ開けたわけですね。

伊良湖で再びこの植物と会った

とき、息子には、「これ銀色の葉っ

ぱだね｡」

と言ってみました。すると、熱心な、

銀に輝くグミの葉っぱを探す息子

の姿がありました！！

生きものの存在に気付くきっか

けのための方法は、決して一つだけ、

ではないのですよね。

そんな息子も、葦毛湿原でお会い

した、豊橋自然歩道の方にスギを教

えて頂いてから、その名と姿を覚え

るようになりました。（ヒノキも覚

えました。）そろそろ、名前を教え

てみても良いのかな？

● ●
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◆豊な自然セレクション100◆

花の森、ヒメボタル舞う森相生山緑地

レポート名古屋支部逓藤記巳子

届副名古屋市天白区

魑名古屋市天白区南部に位置する123.4ha.
が相生山緑地ですもコナ・アベマキなど

の雑木林・竹林に、田畑・果樹園・民家

などが点在し、人と里山・里地のつなが

りが体感・学習できる貴重な場となって

いますも緑地の北20ha.は、名古屋市の

オアシスの森づくり事業の第1号として、

1998年（平成10年）3月に開園。

当緑地をフィールドに相生山緑地自然観

察会（代表近藤記巳子）が、1991年

（平成3年）より定例観察及び調査･研

究を行っていますb(現8名のメンバー）

岡緑地の森は､本州の中部地方以西にみら
れるコナラ・アベマキII樵で、モチツツ

ジなどの出現によって特徴づけられま

す。高木層として、コナラ・アベマキ・

ヤマザクラ、亜高木層としてリョウブ・

ソヨゴ・アオハダ・エゴノキなど、低木

層としてモチツツジ・ヤマツツジ・コバ

ノミツバツツジ・コバノガマズミ・ヒサ

カキなどがあげられますbまた草本層で

はサルトリイバラ・アキノキリンソウ・

ワラビ・ヤブラン・シュンランなどがあ

げられます｡

鳫否ミヨ四季折々 の見どころを紹介しますb

春、コバノミツバツツジの赤紫色の花が咲き、

コナラが銀色に芽吹きます。続いてヤマザクラ・ズ

ミ・カマツカ・アズキナシ・ヤマツツジ・モチツツ

ジと咲き競い、まさに花の森です。

緑が深みを増す頃、森に明かりが灯るようにヒ

メボタルが飛び交いますも森のホタルとも言われる

ように、水辺を必要としない陸生ホタルbピーク時

に黄金色の光が闇に煤く様は、まるで地上の天の川

のようです。深夜まで及ぶ調査の苦労が癒されるひ

と時ですもまた、ヒメボタル観察の折には、タイミ

ングよくホトトギスやヨタカの鳴き声を耳にするこ

とも。カサコソ物音のする方角に目を凝らせば、タ

ヌキと遭遇できるかもしれません。
●

●

「ここも名古屋？」思わず確認したくなる風景が広がる

夏の暑い一日が終り夜の帳がおりる頃、繊細な

白い花が静かにゆっくり開きますも秋、真っ赤に色

づくカラスウリの実は知る人が多くても、このレー

ス糸で編んだような花を知る人は多くはないでしょ

う。それは夜にしか観察できない一夜の花だか

ら・・・。鳴く虫の女王カンタンをはじめとしスズ

ムシ・エンマコオロギ・クツワムシなど、虫の音も

楽しめます61996年､アオマツムシは前年までは森

の入り口までの分布を一気に奥地まで侵入しました。

秋、散策路を赤いヒガンバナが縁取り、薄紫色

のノコンギクが咲き、ガマズミの実が赤く色づきま

すbヤマザクラ・アカメガシワ・アオハダなどが森

を彩りますbタカノツメのレモンイエロー色の鮮や

かな黄葉は、ひときわ目を引きますもまた落葉した

散策路を歩けば、甘く懐かしい香りに誰もが思わず

立ち止まってしまうでしょう。

海を渡るチョウ、アサギマダラもふわりふわりと、

秋の森を縫うように飛びま魂昨年、私たち観察会

のメンバーはチョウの翅に「ナゴヤ」の印をつけて

放すというマーキング調査を行いました。この優雅

なチョウが、どのようなルートで南下するのか、そ

の生態を解明したいと思っていますb

冬、すっかり木の葉を落とした林縁部に、カラ

スウリの赤い実が映えますももし、この時期に枯葉

をまとったままの樹木を目にすることがあれば、ヤ

マコウバシもしくはアベマキでしょう。静寂そのも

のの森をゆっくり歩けば、青い鳥ルリビタキやジョ

ウビタキに出会えるでしょう。展望台に上れば、白

金の御岳山や鈴鹿山脈を望むことができます6

さあ、あなたならどの季節に尋ねます力弘

●

－8－
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● ●

協議会25周年記念事業について

担当星野芳彦

私たちの協議会も今年で創立二十五周年を迎えます。その一環で、各支部主催の観察会のスタンプ

ラリーが企画され、私の所属する東三支部でも、先日、小坂井町でわき水をテーマにした観察会を開

催しました。

さて、来る’’月23日（祝）には一大イベントを企画しています。自然観察など屋外では様々な

危険があります。しかし、それをよく知り、うまく付き合ってこそ、よきナチュラリストといえるの

ではないでしょうか。そこで、「アウトドアと危険（仮題)」というテーマで、観察会などの野外活動

で遭遇する危険とその対策、事故の予防について、専門家の基調講演、分科会などを計画しています。

みなさん、奮ってご参加ください。

スタンプラリーが半分終わって

観察会担当山田博一

4回スタンプラリーを係として参加してみると、担当が所属する支部の指導員はけつこ

う参加していますが、他支部からの参加は思ったより少ないと思います。

スタンプラリーの目的は、一般の参加者に多くの自然を見てもらうこともありますが、

最大の目的は、多くの指導員に他支部の観察会に参加してもらって、今まで気がつかなか

った他支部の観察会の良さを知ってもらい、指導員のつながりを作ることです。

私が18年前に指導員になった時の愛知県自然観察指導員連絡協議会の規模なら、1年に

1度の総会と数回の理事会でつながりは維持できたかもしれません。しかし、これだけ指

導員が増え、各自が成長して力をつけた今、総会や理事会だけでは、つながりは維持でき

ません。「○○観察会」と文字は印刷されますが、その内容はわからないままです。

ネイチャーフイーリングが福祉と環境を融合させ時代を先取りしているすごい活動なの

も、東三河支部がNPOとなり人材を上手に育てているのも、知多支部が行政と連携して

信頼される観察会をやっているのも、実際に自分の足で参加して、自分の目で見ないとわ

かりません。

会長・理事が一生懸命やっていることが会員に伝わらず、行事がバッティングして、指

導員同士のつながりが希薄になってきているのに加え、25年間の実績を持つ自然観察指導

員連絡協議会より、2～3年で即席に養成された「鳥獣保護員兼県自然環境保全指導員」

「自然案内人（インタープリター)」「里山活用マイスター」「森の案内人」「自然解説案内

人」などの団体の方が有用され、自然観察指導員の存在自体が危うくなってきています。

愛知県自然観察指導員連絡協議会や各支部が、即席養成団体に埋もれないためには、力

をつけることも必要です。そのため、個々の力量を高め「他の指導員の活動を、互いに理

解し合い、指導員同士がつながる」ことが必要だと考えます。

スタンプラリーは、同じ自然を一緒に見て語り、一緒に昼食をして、他支部の指導員と

の交流を進める「支部間野外交流会」としての機能を持っています。さらに、他支部の観

察会に参加すると、単に違った自然にふれあえるだけでなく、自分たちと違った観察会を

学ぶことができ指導員の力量が高められます。

愛知県自然観察指導員連絡協議会という組織を無理なく存続するためには、理事会など

の建物の中の会議より、支部の観察会に他支部が参加して、自然の中で楽しみながら集ま

り、日程の負担軽減を行って負担のない交流を進める必要があると思われます。
御都合のつく方は、残り5回ふるって御参加ください。

の 一
】
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■理事会報告

● ●

2005/5/29(日)10:00～12;30

於名古屋市教育館和室

出席者：中西正鬼頭弘松尾初石田晴子卦城

雅夫大谷敏和近藤記巳子齋竹善行佐藤国彦

巾賢二堀田守山田博一梶野代理：間瀬

滝田久憲星野芳彦

議長中西正

記録近藤記巳子

◆議題

025周年実行委員会委員長として星野芳彦会員

原三河支部）が就任し、理事会席上を実行

委員会とする旨が確認された。

1．25周年記念事業について

①自然観察事業活動を振り返りつつ今後の活動の方

向性を探ると共に､"会員間の交流を図り、活動の

PR･情報発信を行うことを目的とする。

②内容は、お祭り的なことではなく実務的なものと

する。

③基調講演は日本自然保護協会に協力依頼を求める。

会員のみならず、スタンプラリー参加者など一般

にも広く受け入れられる演題の魅力･工夫が必要

になるのではない力も

2スタンプラリー中間報告

①山田観察会担当より、第1回の知多支部・第2

回西三河支部・第3回尾張支部の詳細な取り

組みのレポート報告が行われた。

②巾広報担当に、新聞をはじめとする各種マスコ

ミにスタンプラリーPRに努めてもらい、参

加を促進する。

3その他

①石田会計担当より47月中に徴収分を協議会口

座への振込みの依棋

②佐藤受託担当より、「海上の森自然観察ハンド

ブック」作成依頼あり、その趣旨・内容等の伝達

が行われた。

2005/6/26（日）14:00～

出席者中西正鬼頭弘松尾初

敏和齋竹善行堀田守山田博

幡光宏三田孝星野芳彦

議長中西正

記録齋竹善行

◆議題

1コ

於ｳｨﾙ愛知

石田晴子大谷

村上和彦降

-10

＝］

125周年記念事業について

｡星野実行委員長から資料に基づき記念事業の企画

案の提案があった。

oテーマは「アウトドアでの安全識座～屋外での危

険とどう向き合い、つきあうか～」とする。

o基調講演の誹師はNACS-Jの横山隆一氏を希望す

るが､誰がNACS-Jと話をつけるか、中西会長が近

藤事務局長と相談する。

｡基調講演に続くシンポジウムは、会員がパネラー

となって、一人15分程度で事例報告と問題提起を

し、横山氏にも参加してもらい、会場からの声も聞

きながら進めることとする。コーディネーターは星

野実行委員長とし、パネラーは水難(梶野氏)、ハ

チ（平井氏）有毒植物（鬼頭氏)、ケガ（上等さん、

又は佐藤氏､南川氏)にお願いする。（梶野氏には星

野実行委員長が、平井氏には山田尾張支部長が、上

等さんには松尾副会長がパネラーになってもらうよ

う側項する｡）

･シンポは、会員の他、子供を屋外で遊ばせる親な

どの一般市民も対象にし、自然の中には危険なもの

もあるが、こういう対応をすれば安全であるという

内容のものにする。

o会場ロビーで､支部活動の紹介パネル展同時開催

2．スタンプラリー中間報告

o観察会担当の山田理事から5回の実施結果につい

て資料に基づき説明があった。

oスタンプラリーは支部間の交流という位置づけも

あったが、これまでの参加者を見ると、地元指導員

の参加は多いが、他支部の指導員の参加が少なく残

念な結果となっている。残り5回に積極的な参加を

お願いしたいとの意見が出された。

3その他

o協議会ニュースに、愛知の自然100選を掲載予

定今後、具体的に導嘩依頼をするので、協力をお

願いしたい。また、11月号では25周年記念で増

ページし、各支部からのメッセージもそれぞれ半ペ

ージほど予定しているので、協力してほしい。

o7月18日の研究会「判交における環境教育の指

導方法」は、大谷理事が中心となって、中西会長、

堀田理事、滝田支部長などの事例報告などで予定ど

うり開催

o秋に実施されるNACS-Jの講習会の参加申し込み

期間は8月8日から9月2Hまで。

o協議会のPRリーフレットを5000部作成。各

支部に600部､各理事に50部ずつ配布｡活用を。

◎10月30日に屋外研修を行うが、いい場所があ

ったら大谷理事まで連絡してほしい｡(支部間交流を

考えるなら、今後、こういう機会を宿泊付きにする

ことを考えてもよいとの意見もあった｡）
L」



篭議瀞蕊蕊議謝謝

●
一

～問い合わせに答えます～

会員からの問い合わせに、以下の2件答えまず､

■宛名シールの番号は？

■年会費につし

Q.「協議会ニュース送付の封筒に託鐵されてい

る番号は、私の握蔦員登録番号ではありません。

私の指導員番号は・・・」

A.、宛名シールには､マイクロソフトのアクセス

を使って管理している関係上､触自の｢会員番号｣｜

が表示されていますも

アクセスは､重複のない値を「メインキー」とし
て設定しておくと、管理が楽なので､会員マスタ

ーに各会員ごとに｢会員番号jを振ってありますも

宛名シール作成や会費納入状況などいろいろな

データ処理を行いますが、この「会員番号」を使

うことにより、会員の名前や住所は会員マスター

に1回入力するだけですみますbしたがって、変

更があった場合などの修正が簡単になりますb

ということで、宛名シールの番号はNACS-J'~

の登録番号ではありません｡

まぎらわしいなら、宛名シールに「会員番号」を

表示しないという手もありますが､問い合わせに

この番号を言ってもらうと、すぐに誰だか分かり

ますので、念のために表示していますb

（名簿管理担当：齋竹善行）

年会費は、愛知県自然観察指導員連絡協議会を

運営していくための大切な資金ですb

すでに､会員のみなさんには支部をとおして会費を

納めていただいていますb

「忘れていたあ～！」という会員の方は、速やかに

手続きをお願いしますも

問い合わせは、

会青|担当：石田または事務局;近藤まで

■住所変更

◆長谷川努

〒491－0352

－宮市萩原町富田方字柳原77－1
TEL(586)46-7368

◆松浦礼子

〒476－0065

名古屋市瑞穂区松園町2－14

TEL(052)834-0594

■調査・研究の企画を！

Q・脇議会の活動として、調査・研究を」

A.総会でお知らせしましたように、本年度は調

査として、陸貝・ダンゴムシの調査を行います6

5月には調査を寄りよいものにするための"艫も

実施しました。

研究については「学校における環澆教育の指

導方法」を2回実施しますb名古屋地区と三河地

区でそれぞれ開催しますので､会員の皆さんの身

近な会場で参加いただけますももちろん、両方の

会場へ足を運んでいただければ､多数の事例を聞

くことができますので、是非どうぞ！

※総会資料を参照ください

■連絡先などの変更は早めに

転居・'勵因などによる住所・氏名などの変更は速

やかにご連絡ください。

また最近は住所表示変更も多くなっていますb表

示変更のみならず、郵便番号の変更も忘れないよう

手続きください。

ことに注意が必要なことは、宅配会社

のメール便は、郵便物のように転送システ

ムがありませんので、その旨了解いただく

ようにお願いします。

発送担当のメンバーを、どうぞ戸惑わせ

ないようお願いします。

尚、調査･研究について、次年度も継続予定で

す。こんな調査を、こんな企画をという提案をお

待ちしていますb

（以上、事務局近藤）

一■r＝可一F？一一‐P一一■
LF 一
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篭鱈蕊繕議舞嚥篝蕊鱒
●

研修会のお知らせ
溌禄請癌識

開催日時

7月18日(月・祝）
14：00～16：00

場所

あいちNPO交流プラザ

(愛知県庁東大手庁舎1F)

テーマ

第1回学校における

環境教育の指導方法

講師

事例発表

会員3名予定

7～8月の自然観察会スタンプラリーのお知らせ

開催日時

7月16日（土）
9↓0()～13300

7月17日（日）

9：00～13；00

7月24日（日）

13：00～15：00

8月21日（日）
9：30～12：00

場所

鳳来町

千枚田

東山公園

美浜町

富具崎港

南知多111].

山王川河I’

集合場所

千枚田看板前

東山植物園

正門横広場

名鉄野間駅

1230

名鉄知多奥田

駅9:00

問合せ先

小山舜二

0536-35-0742

(東三河支部）

滝田久憲

052－782－2663

(名古屋支部）

森田博文

0569-87-0725

(知多支部）

森田博文

0569－87－0725

(知多支部）

テーマ

千枚田を見よう

湿地の自然

海辺の生き物を

観察しよう

山王川河口の

貝やカニさん柵’察

その他

交通：豊橘鉄道

バス停滝ノ上

エコハ・ルふるさと

親子と協賛

タモ・

バケツ持参、

サンダル禁止

テカギ・

バケツ持参、

サンダル禁止

スタンプラリーの趣旨は、愛知県各地のいろいろの自然を知ることが根底にあり、一般の方には、

愛知県自然観察指導員連絡協議会の自然観察会に参加してもらい、観察の楽しさ．良さを知っても

らい、自然観察指導員には、多様な他支部の観察会に参加し、他支部と交流する機会等を設けるこ

ととしています。ご家族やお友達と参加してください。

詳しい情報は、直接担当か各支部のホームページで確認をして下さい。

東三河支部HPhttp://www5C・biglobenejp/-kajino/

名古屋支部HPhttp://cecilegrjp/nagoya_sizen/indexhtm

知多支部HPhttp://www.japan-nel;.ne.jp/~chita-k/

〆 編集後記

梅雨の季節のはずなのになか

なか雨が降らず、先日、気象台に

よれば今年の夏は暑くなりそう

な話をしていました。昨年は台風

が日本各地を襲い、一昨年は冷夏

の年となっています。環境が悪く

なっているのでしょうか？

しかし、不安がるよりも身の回

りのことから考え、できることを

やり、また伝えていくことが大切

だと感じています。もうすぐ夏が

やってきます。この夏休みはどん

な過ごし方をとりますか？

（稲生）
L

､

ノ

表紙絵：「里山の仲間たち」岩沙雅代
編集スタッフ

稲生和久､岩沙雅代､近藤記巳子､齋竹善行、
古川倭江､符川真弓、松尾初一横井邦子

◎みなさまのご意見．ご感想など原稿をお寄せ
ください。

尚､原稿は内容を変えない程度に加筆・修正す
ることがあります。あらかじめご了承下さい。

(E

曽

協議会ニュース編集部
T445-0863

西尾市葵町44符川真弓

の

愛知県自然観察指導員連絡協議会事務局

〒457-0006愛知県名古屋市南区鳥栖2－6-17桜本町CH101

近藤記巳子Tel/FaxO52-822-7460
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